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要 旨

ス ジ コガ ネ の成 虫 は針 葉 樹 類 の針 葉 を 食 害 し,ス ギ,ヒ ノ キ,カ ラマ ッな どを 加 害 す る こ とは

よ く知 られて い る。 しか し,マ ツ属 で は,ア カ マ ッ,ク ロマ ッ,テ ーダ マ ッを 摂 食 す るが,被 害

報 告 はす くな い。

本 報 告 は,京 都 大 学 農 学 部 附 属 演 習林 上 賀 茂 試 験 地 お よ び 白浜 試 験地 に 植 え られ て い る外 国産

マ ッ属 に対 す る ス ジ コガ ネ成 虫 の摂 食 を 調査 し,さ らに,白 浜 試 験 地 の テ ーダ マ ッ林 で,1968年

以 後 ス ジ コガ ネ成 虫 の生 息 状 況,食 害量 な どを,ト ラ ップ で虫 糞 を集 めて 推 定 し,そ の結果 を と

りま とめ た もので あ る。

1.ス ジ コガ ネ成 虫 の発 生 は,6月 中 旬～8月 中旬,そ の最 盛 期 は7月 上 ～ 中 旬 で,白 浜試 験

地 で は連 年 発 生 して い るが,1969年,1971年,1973年,1975年 に多 数 発 生 した 。

2.ス ジ コガ ネ成 虫 が 摂 食 した マ ッ属 は,上 賀 茂 試 験 地 で は,P.banksiana,P.muricata,P.

virginiana,P.pungens,P.rigida,P.echinataで,と くにP.muricataの 被 害 が 激 しか った 。 白

浜 試 験 地 で は,P.elliottii,P.rigida,P.taedaで あ った 。

3,ス ジ コガ ネ成 虫 の摂 食 量 と脱 糞量 の 関 係 は,

F=1.143DF:摂 食 量 乾 重(mg),D:脱 糞 量 乾 重(mg)

とな り,脱 糞 量 の1.143倍 で摂 食 量 が 推 定 で き る。'

4,ス ジ コガ ネ成 虫 が 摂 食 す る時 に,利 用 せず に切 り落 す テ ー ダ マ ツ針 葉 は,摂 食 量 の 約2.3

倍 に も達 す る(図 一1)。
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5.白 浜試 験地 の テ ー ダマ ッ林 に発 生 した ス ジ コガ ネ成 虫 の体 重(乾 燥 重量)は,90～210mg

の ものが 大 部 分 で あ った(図 一3)。

6.テ ー ダ マ ッ林 に お け る ス ジ コガ ネ成 虫 の 脱 糞 量 は,多 く発 生 した 年 で も,乾 燥 重 量 でha

あ た り10～26kgで,調 査 林 分 に よ って 差 が み ら れた(表 一2)。

7.ス ジ コガ ネ成 虫 の7月 上 旬 の個 体 数 を 脱 糞 量 よ り推 定 した 結 果,調 査 林分 を平 均 して,ha

あた り1972年 は2000匹,1973年 は10400匹,1974年 は2000匹,1975年 は13100匹 で,最 大 値 はD

林 分 で1975年 に16900匹 と推 定 さ れ た(図 一6,7)。

8。1968年 か ら1975年 の ス ジ コガ ネ成 虫 の年 間 食 害 量 は,最 大値 で も133kg/haで,林 分 葉 量

に 比 べ て非 常 にす くな く,テ ーダ マ ッの 生育 に は影 響 を あ た えて いな い(表 一4)。

ま え が き

京都 大 学 農 学 部 附属 演 習 林 で は 多種 類 の外 国産 マ ツ属 を 集 め,各 種 の試 験 研 究 を 行 な って い る。

マ ッ属 を食 害 す る昆 虫 類 は多 く,と くに 針葉 を食 害 す るマ ッ カ レハ,樹 皮 下 に穿 孔 す るマ ッ クイ

ム シ類 は有 名 で あ る。

古 野 ら は,マ ッ カ レハ(Dendrolimusspectabilis)が マ ッ 属(コ)28種類 を 摂 食 す る こ とを 確 認 し,

マ ッ属 で あ れ ば,ど の種 類 を も摂 食 す るで あ ろ う と推 定 したが,当 時 未確 認 で あ った り,そ の後,

京 都 大 学農 学 部 附属 演 習林 に導 入 植 栽 さ れた マ ッ属 に っ い て,ほ とん ど現 在 ま で に,マ ッ カ レハ

が摂 食 して い る のを観 察,確 認 して い る 。 ま た,マ ッ ノ シ ンマ ダ ラ メイ ガ(Dioryctriasplendide一

lla)の 加 害 の よ うに,激 害 を うけ る種 類 とそ うで な い種 類 が み られ,マ ツ属(の)に対す る昆 虫 類 の食

害 は,昆 虫 の種 類 に よ って 差 が み られ る よ うで あ る。

ス ジ コガ ネ(Anomalatestaceipes)は,幼 虫 の 苗 木 に対 す る加 害 に加 え て,成 虫 が,ス ギ,ヒ

ノ キ,カ ラマ ッな どの 針 葉 樹類 の 針葉 を 食 害 す る こ とは よ く知 られ て い る。 ス ギ,ヒ ノ キ な どに

対 す る加 害 に比 べ て,マ ッ属 へ の加 害 は そ れ ほ ど激 し くな い と思 わ れ,今 ま で に被 害 報 告 は ほ と

ん どみ られ な い。 しか し,ア カ マ ツ,ク ロ マ ッ の針 葉 を 食 害 して い るス ジ コガ ネ成 虫 は時 々み ら

れ,テ ーダ マ ッ(P.taeda)を 摂 食 す る こ と も確 認 され て い る(の)。

本 報 告 は,京 都大 学 農 学 部 附 属 演 習 林 上 賀茂 試 験 地 お よ び 白浜 試 験 地 に植 え られて い るマ ッ属

へ の ス ジ コガ ネ成 虫 の摂 食 にっ いて 調 査 し,さ ら に,テ ーダ マ ッ林 に お け る発 生 状 況 を 虫 糞 量 よ

り推 定 した 結 果 を と りま とめ た もの で あ る。 な お,白 浜 試 験 地 の テ ー ダ マ ッ林 に関 す る報 告 の 一

部 は,ス ジ コ ガ ネの食 害 を 含 め た食 葉 性 昆 虫 類 に よ る被 食量(の)として報 告 さ れて い るが,以 後 の調

査 資 料 を加 え て,再 検 討 し,本 報 告 に と りま とめ た 。

有 益 な助 言 を い た だ い た渡 辺 講 師 な ら びに 資 料 採 取 に 御 協 力 い た だ い た 白浜 試 験 地 の職 員 各 位

に 深 く感謝 致 します 。

1.調 査 地 お よ び 調 査 林 分 の 概 況

調 査地 は京 都 市 市 街 地 の北 部 郊 外 に 位 置 す る上賀 茂 試 験 地 お よ び和 歌 山県 西 牟婁 郡 白 浜 町 に在

る 白浜試 験 地 で,調 査 の対 象 とな った マ ッ属 は,上 賀茂 試 験 地 で は見 本 園 と して 植 栽 さ れ て い た

30種 類 の 外 国 産 マ ッ属(第1報,表 一1お・よ び表 一2)お ・よ び 白(の)浜試 験 地 のP.taeda,P.elliottii,P.

擁却4α お よ び メ キ シ コ産 マ ッ属 で あ る。

主 と して 調 査 した の は,白 浜試 験 地 のP.taedaで,1961年3月 に満1年 生苗 木 を,植 栽 密 度

を3段 階 に分 けて 植 え,チ ッソ,リ ン,カ リが15:8:8の 割合 の肥 料 が1本 あた り100gず つ植

栽 か ら3力 年 間施 用 さ れ て い る 。 この林 分 で は1967年10月 に,現 存量,生 産 量,物 質 循 環 な どが
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調 査 さ れ,さ ら に落(の)葉量(の),食葉 性 昆 虫類 に よ る被 食 量(ヨラ)にっ いて も調 査 報 告 さ れ て い る 。

林 分 概 況 を 表 一1に示 す 。

Table1.DescriptionsofLoblollypinestandsstudiedinShirahama

DensityMeantreeMeandiameterBasalarea
stands(No.1ha)hcight(m)atbreastheight(cm)(m21ha)

A21018.211.924.5

MayB33218.010.831.1

1970C59348.59.344.8

A21019.113.632.4

Apr.B33219.012.139.3

1972C57759.310.453.2

A21019.813.933.8

Feb.B33219.512.240.6

1973C55389.910.753.8

A210110.014.235.2

Feb.B33219.712.441.9

1974C553810.210.956.2

D542910.310.552.6

A210110.414.536.8

Feb.B33219.912.643.4

1975C514210.711.556.9

D505110.610.752.7

1970年 まで は,各 林 分 と もに 枯損 は み られ なか った が,高 密 度 に 植 え られ たCお よ びD林 分

で は,自 然 間 引 き に よ る枯 損 が み られ る。落 葉 量 はhaあ た り乾燥 重量 で,1968年 には6.5～8.Oton

で あ った が,年 々 減少 し(1969:5.0～7.3ton,1970:4.8～6.1ton,1971:4.8～5.8ton,1972:4.9～

5.6ton,1973:4.1～4.6ton),1974年5月 か ら1975年4月 ま で の1年 間 は4.5～5.8tonの 落 葉 が み

られ た。 また,1963年 以 後,と くに 目立 った 昆虫 類 に よる被 害 は な く,食 葉 性 昆 虫 の虫 糞 量 は

haあ た り年 間30～60kgで,テ ーダ マ ッの林 冠 は安 定 した健 康 状 態 で 生 育 を 続 け て い た 。 本 調

査 林 分 に は1963年 以後 薬 剤 撒 布 は行 なわ れ て いな い 。

2.調 査 方 法

ス ジ コガ ネ成 虫 の マ ッ属 へ の食 害 の有 無 は,白 浜 試 験 地 にた いて は,1968年 以後,現 在 ま で継

続 して観 察 を 行 な って い る。 しか し,上 賀 茂 試 験 地 で は,1963年 の観 察 だ け で あ る。 こ れ は ス ジ

コガ ネが マ ッ属 見 本 園 に発 生 した た めに,く ん煙 剤 に よ る駆 除 が 行 な わ れ,さ らに,経 年 的 に薬

剤 防 除 が行 な わ れ たた めに,以 後 現 在 ま で,ス ジ コガ ネが 発 生 しな か った た めで あ る 。

白浜 試 験 地 の テ ーダ マ ッ林 に は トラ ップ を設 置 し,リ タ ーを 定期 的 に集 め,そ の経 年 変 化 を 調

査 して い る。 設 置 され た トラ ップ は極 めて こ まか い網 目 の化 繊布 地 で 作 った一 辺lmの 正 方 形 の

受 け 口を もった もの(1972年10月 ま で)お よ び一 辺50cmの 正 方 形 の受 け 口を もった もの(1972

年11月 以 後)で あ る。 トラ ップ は1林 分 に4個 ず っ 設 置 した(A,Bお よびC林 分)。 さ らに1973

年 以 後 はス ジ コガ ネ成 虫 が 発生 す る6～8月(但 し1973年 は7月10日 設 置)に,ス ジ コガ ネ の調

査 だ けを 目的 と した一 辺1mの 正 方 形 の受 け 口を も った トラ ップ を6個,D林 分 に 設 置 した 。各
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トラ ップ に落 下 した リタ ー は1968年5月 か ら1972年4月 ま で は1ヵ 月 間隔 で,以 後 は10日 間 隔 で

集 め,研 究 室 で テ ー ダ マ ッ落 葉,昆 虫 に切 り落 され た と思 わ れ るテ ー ダ マ ッ針 葉,落 枝,虫 糞

(マ ツ カ レハ,ク ロス ズ メ,ス ジ コガ ネ,そ の他),そ の他 に分 け,そ れ ぞれ 乾 燥 重 量 を 求 めた 。

さ らに,ト ラ ップで 集 め られ た 虫 糞量 よ り,ス ジ コガ ネ成 虫 の食 害 量,生 息 数 を 推 定す る た め

にっ ぎの一 連 の調 査 を 行 な った 。

1)1971年6～7月 に,ス ジ コガ ネ成 虫 を テ ー ダ マ ッ針 葉 で 飼 育 し,脱 糞 量 と摂 食 量,切 り落

し針 葉 量 を 求 めた 。

2)テ ー ダ マ ッ の枝 に非 常 に 薄 い布 袋(捕 虫 網)を か ぶ せ て,ス ジ コガ ネ成 虫 を飼 育 し,脱 糞

量 と切 り落 し針 葉 量 を 求 めた(1973年)。

3)サ ラ ン ネ ッi・で 作 られ た網 室(90cmx180cm×180cm)に,鉢 に植 え られ た 高 さ約1,5m

の テ ーダ マ ッを入 れ,室 内 に複 数 の ス ジ コガ ネ成 虫 を 放 し,そ の 虫糞 と切 り落 し針 葉 を 布 で 受 け,

1～2日 間 隔 で集 め た(1975年)。

4)1973年 ～1975年 には,テ ー ダ マ ツ針 葉 を与 え た個 体飼 育 に よ り,ス ジ コガ ネ成 虫 の単 位 時

間 にお け る脱 糞量 を求 め た 。

3.ス ジ コ ガ ネ成 虫 が 摂 食 した マ ツ 属

1963年7月 中旬 に,上 賀 茂 試 験 地 のマ ッ属 見本 園 で,多 数 の ス ジ コ ガ ネ成 虫 が 食 害 して い るの

を観 察 した 。最 も多 くス ジ コガ ネが群 が って い た樹 種 はP.muricataで,1本 の新 梢 に5～6匹

が針 葉 を 食 害 して いた 。 こ のP.muricataの 針 葉 は 中程 よ り基 部 寄 り の部 分 を 食害 され て先 端 部

が切 り落 さ れ,基 部 が 残 って い る もの や,針 葉 の一 部 を 食 わ れて 垂 れ さが って い る もの が多 くみ

られた 。 そ の他 の 種 類 で,ス ジ コガ ネ成 虫 が食 害 して いた のを確 認 で きた もの は,P.banksiana,

P.virginiana,P.pungens,P.rigida,P.echinataで あ ったが,P.muricataに 比べ て被 害 は は る

か に軽 微 で あ った 。 これ らの ス ジ コガ ネ成 虫 が 食 害 した 種類 に 接 して 植 え られて い たP.ponder-

osa,P.pinaster,P.radiata,P.taeda,P.elliottii,P.koraiensis,P.strobusは 被 害 を うけて い な か

った 。

白浜試 験 地 に植 え られ て い る マ ッ属 で,ス ジ コガ ネ成 虫 が 食 害 して い た 種類 は,P.taeda,P.

elliottii,P.rigidaで,P.taedaとP.elliottiiは 上 賀 茂試 験 地 の観 察 と異 な った 結 果 とな った 。 な

齢,P.taedaの 隣 り に続 いて 植 え られ て い るP.engelmannii,P.greggii,P.leiophylla,P.oocarpa,

P.ayacahuite,P、michoacana,P.pseudostrobus,P.rudisP.excelsaで は,1972年3月 の植 栽 以後,

ス ジ コガ ネ成 虫 の 摂 食 は 観 察 さ れ なか った 。P.rigidaは 見本 樹 と して 植 え られ,P.taedaP.

elliottiiは見 本 樹 も林 分 を 形 成 して い る もの も,ス ジ コガ ネ は食 害 して い た 。

日本 の ア カ マ ッ,ク ロマ ッへ の加 害 は,上 賀 茂試 験 地 で は,被 害 を う けた 外 国産 マ ッ属 見 本 園 の

周 囲 の天 然 の ア カマ ツ林 で は と くに被 害 は認 め られ な か った 。 しか し,白 浜試 験 地 で は ア カ マ ツ,

クロマ ッ とも に その 針 葉 上 に ス ジ コガ ネ成 虫 が 認 め られ た 。

以上 の よ うに,ス ジ コガ ネ成 虫 の マ ッ属 各 種 の針 葉 へ の加 害 は,5葉 松 類 で被 害 が み られ.ない

こ と,2,3葉 松 で も 無被 害 の 種 類 が あ る こ とか ら,今 の と ころ,マ ッ属 で も種 類 に よ って,ス

ジ コガ ネ成 虫 が摂 食 す る もの と,摂 食 しな い もの とに分 け られ そ うで あ る 。 しか し,結 論 に は,

さ ら に観 察,調 査 を続 け な け れば な らな いで あ ろ う。

4.ス ジ コ ガ ネ 成 虫 の 摂 食 量 と 糞 量 の 関 係

ス ジ コガ ネ成 虫 の摂 食 量 を 直 接 求 め る こ とは不 可 能 で ,調 査 し得 る項 目か ら推 定 しな け れば な
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らない。脱糞量は トラップを設けることによって比較的簡単に求められるので,両 者 の関係がわ

かれば,脱 糞量から摂食量を推定することは可能である。

摂食量 と脱糞量の関係は

F=1.143DF:摂 食針葉乾重量(mg)

D:脱 糞乾重量(mg)

となり,摂 食量は脱糞量の1.143倍 として推定することができる(ヨラ)。

5.ス ジ コガネ成虫の摂食行動 によ り切 り落 され る針 葉

食葉性昆虫類は,食 害する葉の端から摂食 していくとは限らない。地上に切り落された葉の発

見が,被 害の発見の一方法 として利用されることか らも,摂 食行動によって幾 らかの葉は切り落

される。スジコガネが発生 したテーダマッ林において も,褐 色の落葉の上に長さが不揃いの緑色

のテーダマッ針葉が多数落ちていた。林木の被害量は昆虫に利用される量(摂 食量)と この未利

用の量(切 り落 し量)の 合計として取 り扱われねばならず,切 り落 し量が多 ければ多いほど林

木のうける影響も大きいであろう。1971年 の個体飼育に,1973年 と1975年 の調査結果を加えて,

ス ジ コガ ネ成 虫 の 摂食 量 と切 り

落 し量 の 関 係 を求 め る と図一1の

よ う にな る。

飼 育 ビ ンに よ る個 体 飼 育 の場

合 は,ス ジ コガ ネ は一 度 切 り落

した 針葉 を再 び摂 食 す る こ とが

あ り,こ の た め に切 り落 し量 と

して,平 均 値(摂 食 量 の均1.6

倍)よ り も,摂 食 量 の約2.3倍 が

妥 当 で は な いか と考 察 した が(の),

図一1にみ られ るよ うに,1973年

と1975年 の調 査 結 果 は,こ の値

を裏 付 け る結 果 とな っ た 。図 一1

の よ うに相 当な バ ラ ツ キが み ら

れ るが,1973年 の調 査 結 果 は平

均 して 摂 食 量 の2.30倍 が,1975

年 で は2.24倍 が 切 り落 し量 とな

った 。 す な わ ち,ス ジ コガ ネ成

虫 の摂 食 行 動 に と もな うテ ー ダ

マ ッ針 葉 の切 り落 し量 は,摂 食

量 の 約2.3倍 と して 推 定 す る こ

とが で きる 。 マ ッ カ レハ の幼 虫

が 切 り落 す 針 葉 量(摂 食 量 の8

～10%)に 比 べ て ス ジ コガ ネ は

非 常 に多 くの針 葉 を 切 り落 し,

摂 食 量 よ り も切 り落 し量 が被 害

木 へ 大 きな 影 響 を あ た え る もの

と考 え ね ば な らな い で あ ろ う。
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さ らに,摂 食 時 に は 完全 に食 い切 られ ず に一 部 を食 わ れ て垂 れ さが って い る針 葉 が み られ る。

こ の針葉 は 時 間 の経 過 と と もに,風 な ど物 理 的 な 影 響 で ち ぎれ て落 下 す る こ とが あ る。 現 実 に,

ス ジ コガ ネ成 虫 が 活動 し終 った8～9月 に も,ス ジ コガ ネ に切 り落 さ れ た と思 わ れ る針 葉 が トラ

ップ に落 下 して い る。 この よ うな こ とか ら,テ ー ダ マ ッの うけ る影 響 は,ス ジ コ ガ ネ成 虫 の摂 食

量 と切 り落 し量 に,さ らに 時期 がず れて 食 痕 か らち ぎれ る量 も考 え ねば な らな いで あ ろ う。

切 り落 され た 針 葉 に は,そ の 針葉 の摂 食

さ れた 部 位 に よ って い ろ い ろ な長 さ が み ら

れ る。D林 分 に 設 置 した トラ ップ に落 下 し

た ス ジ コガ ネ に 切 り落 さ れ た 針葉 の分 散 を

求 め る と図一2の よ うに な る。

1cm以 下 の短 い ものか ら20cm前 後 の長

い もの ま で み られ る。 マ ッカ レハ の食 害 の

場 合,幼 虫 は 針 葉 を 前脚 で た ぐ り寄せ て 摂

食 す る こ とが 多 い か ら,1Cln以 下 で切 られ

る も のが 大 部 分(70～80%)を 占 め,長 く切

られ た もの は非 常 に す くなか った が,ス ジ

コガ ネの 場 合 に は ,比 較 的長 い もの まで 多

く切 られ て い る。 ス ジ コガ ネ成 虫 が針 葉 の

先 端 部 よ り も中 位 か ら葉 鞘部 に近 い とこ ろ

に留 って 摂 食 す る場 合 が 多 い た め と思 わ れ

る 。重 さ に換 算 す る と6～10cmの 長 さ で

切 られ た 針葉 が多 くみ られ た。

ス ジ コガ ネが,針 葉 の短 い マ ッ属 を 摂 食 した 場 合 に は,摂 食 に と もな う切 り落 し量 は,テ ー ダ

マ ツ に比 べ て す くな い で あ ろ う。す な わ ち,テ ー ダ マ ッの針 葉 は20cmま た は それ 以 上 で あ った

の に比 べ て,ア カ マ ツや ク ロマ ッ,さ ら にP.banksiana,P.rigidaな ど の針 葉 は短 い 。 最 も長 く

切 られ て も,針 葉 長 よ り短 く,テ ーダ マ ッ の よ うに長 く切 られ る針 葉 のな い樹 種 で は,そ れ に応

じて 切 り落 し量 はす くな い もの と考 え ら れ る。

6.テ ー ダ マ ッ林 に 発 生 し た ス ジ コ ガ ネ

白浜試 験 地 にお い て は,テ ー ダ マ ッ林,ス ラ ッシ3マ ッ林 に毎 年 ス ジ コガ ネが 発 生 し,そ の 成

虫 が針 葉 を 食 害 して い る。1968年 以 後 は,テ ーダ マ ッ林 内 に設 置 した トラ ップ に ス ジ コガ ネ成 虫

の 糞 が 落下 し,多 い年 とす くな い年 が 交 代 し,ス

ジ コガ ネ は2年 周 期 で発 生 を 繰 り返 して い る もの

と思 わ れ る。

1975年7月10～16日 に 捕 え た186個 体 のス ジ コ

ガ ネ成 虫 の 乾燥 重量 を 求 め,そ の 分 散 を 示 す と

図一3の よ うに な る 。

最 も軽 い もの は68mg,最 も重 い もの は319m9

で,大 きな 体 重 差 が み られ た が,94%の もの は

90～210mgで あ った 。 図 一3に は,は っ き り しな

い2っ の山 が認 め られ,雌 雄 は区 別 しな か った が ・
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比較 的軽 い もの は雄,重 い も の は雌 と考 え られ る 。

6-1.ス ジ コ ガ ネ成 虫 の脱 糞 量 の 年変 動

1ヵ 月 間隔 で集 め ら れた(各 月20日 採 集)ス ジ コガ ネ成 虫 の脱 糞 量 の変 動 は図一4の よ うに,年

ご との虫 糞 量 は表 一2のよ う にな る。

Table2.Amountofdry-weighedfaecesegestedadultofstriatedchaferinLoblollypine

standsinkgperhectare

Years

19681969197019711972197319741975

Stands

AIO.7222.901.0417.113.0110.483.7119.07

BI1.0026.480.9013.021.4714.082.2811.41

CIO.4811.192.9810.981.197.461.759.83

DI-一 一 一4.0419.42

図 一4には,1968年 か ら継 続 して 調査 して い るA,Bお よ びCの3林 分 の 結果 を示 した 。虫 糞 量

の多 い年 は,haあ た り,乾 燥 重量 で10～26kg,他 の 年 はそ の1/10程 度 で,ス ジ コガ ネ が 非 常 に

多 く発生 した年 とそ うでな い年 が 明 らか に 分 か れ て い る 。 ま た,各 年 と も7月 の糞量 が 最 も多 く,

この 時期 に,ス ジ コガ ネが 盛 ん に活 動 して い る こ とが わ か る 。1972年 か ら10日 間 隔 で 虫 糞 を集 め,
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そ の活 動 の よ り確 か な最 盛 期 を知 ろ う と し,さ らに1974年,1975年 に はD林 分 の トラ ップ に落

下 した 虫 糞 を3～5日 間 隔 で集 めて,ス ジ コガ ネ の生 息 密 度 の最 も高 い 時 期 を 求 めた 。10日 間 隔

で 集 めた 虫 糞 量 を示 す と図一5のよ うにな り,例 年 と も,7月 上 旬 に最 もス ジ コガ ネが 活 動 して い

る こ とが 明 らか に な った 。 しか し1974年 には,7月 上 旬 よ り中旬 にや や 虫 糞 量 が 多 く,こ の 年 だ

けは,ス ジ コガ ネ の発 生 の最 盛 期 は例 年 よ り少 しお くれて い た と思 われ る。

A～Dの4林 分は隣接 し,立 木本数に表一1にみられるような差がみられるが,落 葉量から推定

した林分葉量 は大きな差はみられない。このように比較的林冠が似ているような調査区域にもか

かわらず,糞 量に2～3倍 の差がみられるように,白 浜試験地でのスジコガネ成虫の活動は一様

ではないようである。

Table3.Amountofdry-weighedfaecesegestedaadultofstriatedchaferfor
o●

sixtyminutes

Year,month,dayNumberofadultsFaecesperaadult(mg)

1973.7.10～13193,5372

1974.7.2～593.3284 0
7.6～993.3662

7.15～1863.3536

7.22～2663.4269

1975,7.1～563.6734

7.7～1263,1915

7.14～1963.2859



6-2.ス ジ コガ ネ成 虫 の個 体 数 の推 定

マ ツ カ レハ な どの 鱗 翅 目の幼 虫 で は ,

虫 糞 の 数 を調 査 す る こ とに よ り,そ の生

息 数 を推 定す る こ とは可 能 で,比 較 的 容

易 に求 め られ,こ の方 法 に よ って,マ ッカ

レハ の生 息数 を推 定 し,さ らに個 体 数 推

定 の方法 との 比較 も行 な わ れて い6-8'do>し

か し,ス ジ コガ ネ成 虫 の糞 は不 規 則 な 塊

状 で,定 形 で な い た め に,そ の数 を 調査

す る こ とは不 可 能 で,糞 数 よ り生 息 数 を

推 定 す る方 法 を用 い る こ とはで きな い。

そ こで,ス ジ コガ ネ成 虫 の単 位 時 間 にお

け る脱 糞 量 を 調 査 して,ト ラ ップに落 下

した糞 量 よ り,テ ーダ マ ッ林 分 に発 生 し

た ス ジ コガ ネ成 虫 の生 息 数 を 推 定す る こ

とを試 み た。

ス ジ コ ガ ネ 成 虫 の 脱 糞 量 調 査 は,

1973～1975年 に行 な い,成 虫1匹 の単 位

時 間(1時 間)に お け る脱 糞量(乾 燥 重

量)は 表 一3のよ う にな り,そ の平 均 値 は

3.3954mgと な った 。

D林 分 の トラ ップで集 め られ た ス ジ コ

ガ ネ成 虫 の虫 糞量 よ り,降 雨 の 日は,雨

に よ る糞 の重 量 減 少 を補 正(ス ジ コガ ネ

成 虫 の糞 の雨 に よ る重量 減 少 は未 調 査 で

あ る ので,マ ッカ レハ や マ イマ イ ガ の糞(のの)

の場 合 と同様 に考 え る)し,表 一3で求 め

た,単 位 時 間 あ た りの脱 糞 量 よ り,ス ジ

コガ ネ成 虫 の テ ー ダ マ ツ林 にお け る生 息

数 を 推 定 す る と図一6の よ うに な る 。

1975年 で は,最 も多 くの ス ジ コガ ネ成

虫 が 活動 して い た の は,7月8～10日 で,

haあ た り25700匹 と推 定 さ れ,1974年 で

は,7月9～12日 で,haあ た り4500と 推

定 さ れ た 。 ス ジ コガ ネ の発 生 は,1974年

は6月15日 か ら,1975年 は6月13日 か ら

で,終 息 は1974年 は8月10日,1975年 は

8月25日 で あ った 。

糞 量 の年 変 動 か らも ス ジ コガ ネの 発生

の年 変 動 は明 らか で あ るが,10日 間 隔 で

糞 量 を集 め た1972～1975年 のス ジ コガ ネ

の生 息 数 を 推 定 す る と図一7のよ うに な る 。調 査 林 分 に よ り,脱 糞 量 に み られ た よ う に,生 息 数 に

差 が み られ るが,各 林 分 を平 均 して 示 した 。
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1975年 の ス ジ コガ ネ成 虫 の 生 息 数 が 多 か っ た7月 上 旬 は,調 査 林 分 を 平 均 す る とhaあ た り

13100匹 と推 定 さ れた が,各 林 分 で は,A林 分 で ユ6400匹,B林 分 でユ1400匹,C林 分 で7800匹

とな っ た。 さ ら にD林 分 で は,7月8～10日 が 最 高 で25700匹 と推 定 さ れ たが,7月 上 旬 を 平均

す る と16900匹 とな った 。 この よ うな生 息 数 の差 は毎 年 み られ,糞 量 の とこ ろで ふ れ た が,隣 接

した 似 た林 分 で も局 部 的 に ス ジ コガ ネの 飛 来 に差 がみ られ る。 実 際 に,テ ーダ マ ッの樹 体 を振 動

さ せ る と,逃 げ る ス ジ コガ ネが 目 につ い た が,多 数 飛 び立 っ 樹 とそ うで な い 樹 が み られ た 。

6-3,ス ジ コガ ネ の テ ー ダ マ ッ林 にあ た え る影響

ス ジ コガ ネ が テ ーダ マ ッ林 に あ た え る影響 を知 るた め に,成 虫 が どれ 程 テ ー ダ マ ッ の 針葉 を消

費 した か を推 定 して み よ う。一 般 に昆 虫 に よ る消費 量(被 食 量)は,毘 虫 の 生 育 の た め に利 用 し

た摂 食量 に,摂 食 行 動 に と もな って 浪費 した(切 り落 した)量 を 加 え ね ば な らな い 。

各 林 分 ご とに,ト ラ ップで集 め られ た ス ジ コガ ネ の糞 量 よ り,こ れ ま で の調 査 結 果 を基 礎 と し

て,摂 食 量 と切 り落 し量 を 推 定 す る と表 一4のよ うにな る。

Table4.GrazingbystriatedchaserinLoblollypinestandsinkgperhectareindryweight

1968119691197011971
Stands.-F

eedlngCutneedlesFcedingCutneedlesFeedingCutneedlesFeedingCutneedles

AI1.102.53134.8980.2511.583.63126.0759.96

BI1.523.50140.3592.8111.373.15119.8445.63

CIO.731.68117.0539.2214.5410.44116.7338.48

1972197319741975

FeedingCutneedlesFeedingCutneedlcsFeedingCutneedlcslFeedingCutneedles
-

AI4.5910.56115.9736.7315.6513.00129.0666.84

BI2.245.15121.4549.3413.477.98117.3839.97

CI1.814.16111.3726.1512.676.14114.9834.45

DIII6.1614.17129.5968.06

ス ジ コガ ネ の食害 量 は ,こ の被 食 量 に さ ら に,先 に も述 べ たが,摂 食 時 に は完 全 に切 り落 され

な い が,後 か ら食 痕 か らち ぎれ て 落 ち る針 葉 も考 慮 しな け れば な らな い。 こ の針 葉 量 は,正 確 に

は 求 め られ て い な いが,切 り落 さ れ る針 葉 ほ ど多 くな い もの と思 わ れ る 。

テ ーダ マ ッ林 の針 葉 量 を測 定 して い な い の で,林 分 葉 量 を 落 葉 量 よ り推 定 す る よ り方 法 は な い

が,年 間4～5ton/haの 落 葉 量 か ら 考 え て,ス ジ コガ ネ が食 害 した量 は葉 量 に比 べ て 非 常 に す く

な い 。 テー ダ マ ッ林 と して は,マ ッ カ レハ そ の他 の食 葉 性昆 虫 類 の食 害 量 を加 えた 被 害 量 と して

考xね ば な らな い 。 マ ッ属 の 摘 葉 試 験 結 果(ゆっけラ)から,表4に み られ る よ うな 針 葉 の 消 費 で は,こ の

テ ー ダ マ ツ は,ス ジ コ ガ ネ の食 害 で は被 害 を うけ る こ とな く生 育 を 続 け,ス ジ コガ ネの影 響 は全

く無 い とい って も過 言 で はな い で あ ろ う。調 査 林 分 で は,ス ジ コガ ネだ け で な く,他 の食 葉 性 昆

虫 類 の生 息 密 度 も低 く,テ ーダ マ ッ林 は正 常 に 生育 を続 けて い る。

あ と が き

ス ジ コガ ネ の成 虫 が,ア カマ ッ,ク ロマ ッ の ほか,8種 類 のマ ッ属 針葉 を食 害 す る こ とを 確 認

した が,未 確 認 樹 種 も まだ 多 い 。 機 会 に め ぐーまれ れば,マ ッ カ レハ の よ うに,マ ッ属 で はす べ て

の樹 種 を も食 害 す るの か,反 面,食 害 しな い樹 種 もあ る のか,こ の 点 に つ い て,続 け て観 察 を 行

な い 明 らか に す る必 要 が あ ろ う。 ま た,健 全 に生 育 を 続 けて い る 白浜試 験 地 の テ ー ダ マ ッ林 で,

ス ジ コガ ネが,今 後 も続 け て,本 調査 結 果 の よ う に,低 密 度 の 比較 的安 定 した生 息 を続 けて い く

か ど うか,調 査 を な お続 け る予 定 で あ る。 さ ら に,摂 食 時 に は切 り落 さ れ な くて も,一 部 が 食 わ

れ た た め に,そ の食 痕 か ら,後 に,ち ぎれ て落 ち る針 葉 にっ いて 明 らか にす る こ とが 残 さ れ た課
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題 で あ ろ う 。
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Résumé

  It is well-known that the needles  of  coniferous trees are infested with the adult of striated 
chafer (Anomala  testaceipes). Many damages of Japanese cedar (Cryptomeria japonica), 

Japanese cypress (Chamaecyparis obtusa) and Japanese larch (Larix leptolepis) by striated 
chafer are reported, and on  the pine genus, there are a little. 

  In 1963, the feeding of the adult of striated chafer upon the imported pine-species in 

 Japan were observed at Kamigamo Experiment Station of Kyoto University Forest in 
Kyoto prefecture. And at Shirahama Experiment Station in Wakayama prefecture, 

 feeding upon the foreign pine species and grazing by the adult of striated chafer were 
investigated for eight years, from 1968 to 1975, in Loblolly pine stands (Table 1). 

  The results obtained from the investigations were as follows: 
 1. Generally, the adult of striated chafer emerged from the middle  of  June to the mid-

dle  of  August. Especially, they emerged mostly in 1969, 1971, 1973 and 1975 in Loblolly 

pine stands of Shirahama. 
  2. In Kamigamo, six foreign pine-species were infested with the adult of striated 

chafer, P.  banksiana, P. muricata, P. virginiana, P. pungens, P. rigida and P. echinata. Especial-
ly, the damages of P. muricata were severe. In Shirahama, there were P. elliottii, P. rigida 
and P. taeda. 

 3. The feeding amount of the adult of striated chafer was in proportion to these fae-
ces during the same time, and the food consumption (F) was  1.143 times of the faeces (D) 
in the case of feeding of Loblolly pine needles. 

  4. The needles were cut down by the feeding behavior of the striated chafer, and these 
amount were estimated to be about 2.3 times of the food consumption on feeding of 
Loblolly pine needles (Fig. 1). 

 5. The body of the adult of striated chafer emerged in Loblolly pine of Shirahama 
was weighed mostly within the limits from 90 mg to 210 mg in dry weight (Fig. 3). 

  6. In Loblolly pine stands, the faeces of the adults of striated chafer weighed  10— 
26 kg per hectare in dry weight in 1969, 1971, 1973 and 1975 and  0.5-4.0 kg/ha in other
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years of investigated term. 
  7. Population of the adult of striated chafer in Loblolly pine stands was estimated 

early in July 2000 in 1972, 10400 in 1973, 2000 in 1974 and 13100 in 1975 per hectare 
by the faecal weight method (Fig. 6 and 7). 

 8. The annual loss of needles by grazing of the adult of striated chafer in Loblolly 

pine stands was estimated in maximum about 133 kg per hectare in dry weight (Table 
4), accordingly it seemed that there were no damages in Loblolly pine stands. 

        photo. 1 and 2. P. muricata infested with adult of striated chafer 

         photo. 3. Damaged needles of P. muricata 
        Adults of striated chafer on pine needles 

               photo. 4. P. muricata 

              photo. 5. P.  virginiana 

              photo. 6. P. echinata 

        photo. 7. Feeding evidences of adult of striated chafer on P.  banksiana needles




